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はじめに 

                          は   じ   め   に 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０をお買い上げいただき、ありがとうございます。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋（エフトラン・プラス）は、汎用機／オフコン／ＵＮＩＸなどのホストのファ

イル転送データと、パソコンの標準であるＷｉｎｄｏｗｓファイルとのデータ交換をする汎用性

の高いファイル変換ユーティリティです。Ｗｉｎｄｏｗｓファイル間のデータ変換もできます。 
 発売以来、多くのユーザにささえられている、実績あるソフトウェアです。 
 
 Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０には、動作するＯＳ別に２種類の製品があります。 
  ■ Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ Ｓｅｒｖｅｒ 

Ｓｅｒｖｅｒ系、およびＤｅｓｋｔｏｐ系ＯＳで動作 
  ■ Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ Ｄｅｓｋｔｏｐ 

Ｄｅｓｋｔｏｐ系ＯＳで動作 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０では、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０上での動作をサポートしています。 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のマニュアルには、導入編（本書）、解説編、コマンド編、マルチレコード編、

プログラム応用編があります。 
 

２０１７年１月 
株式会社 富士通ビー･エス･シー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright 1997-2017 株式会社 富士通ビー･エス･シー 
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１．１  マニュアルについて 

1.1 マニュアルについて 

  本製品のマニュアル構成は以下の通りです。 
 
●操作説明書・導入編 
  本冊子です。操作説明書は５分冊構成になっており、提供ＣＤ－ＲＯＭにオンラインマニュア

ルとして格納されています。導入編では、インストール、セットアップ、システム構成等につい

て説明しています。インストール前にセットアップ画面から導入編の表示ができますので、最初

に必ずお読みください。 
 
●操作説明書・導入編 
  本冊子です。インストール、セットアップ、システム構成等を説明しています。 
 
●操作説明書・解説編 
  操作方法がわからない場合、変換仕様などを知りたい場合にお読みください。 
 
●操作説明書・コマンド編 
  コマンドについて詳細に説明しています。お客様のプログラムから呼び出して利用する場合な

どに、お読みください。 
 
●操作説明書・マルチレコード編 
  マルチレコードレイアウトのファイルを変換する場合に、お読みください。 
 
●操作説明書・プログラム応用編 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋をアプリケーションから利用する場合に、お読みください。 
 
  マニュアルとは別に本製品には「ＲｅａｄＭｅ」文書が付属しています。製品についての最新

情報はこちらに記載されている場合もありますので、ご利用前に一度お読み下さい。 
 
 
◆注意  ----  ユーザ登録を行ってください。 
  本パッケージを購入されたユーザー様は、必ずユーザー登録を行ってください。登録が完了し

ないとサポート・サービスを受けることができません。（詳細は「６．１ サポート・サービス

について」をご参照下さい） 
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１．２  インストールの前に 
1.2 インストールの前に 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋をインストールする前に以下の注意文を必ず読んでください。 
 

◆注意１  --  動作ＯＳ、エディション、３２ビット／６４ビットのサポート状況について 
  サポートするＯＳ、エディション、及び３２ビット／６４ビット版ＯＳのサポート状況につい

ては『３．１ 動作ＯＳと動作環境』に記載しています。インストール前にご覧下さい。 
 

◆注意２  --  インストールには管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）権限が必要 
  管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）の資格のユーザアカウントでログオンしてインストー

ルしてください。この資格のないユーザアカウントでは、インストール出来ません。 
 
◆注意３  --  既存のＦ＊ＴＲＡＮ＋がインストールされたマシンへのインストールの場合は、 
       インストールの前に設定のバックアップをとること 
  インストーラの手順の中でもバックアップを自動でとる機能がありますが、旧バージョンの運

用方法の違いにより、バックアップされない場合があります。万全を期するため、必ず、ＣＣＴ、

ＫＫＴファイルなどの設定ファイルはインストール前にバックアップしてください。 
 
 
◆注意  ----  ５．０互換インストールモードについて 
Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ７．０まで５．０互換インストールモードというインストール形式が存在して

いました。 
５．０互換インストールモードとは、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ５．０以前のバージョンが既にインスト

ールされたコンピュータに、上書きでＦ＊ＴＲＡＮ＋をインストールする場合に便利なモードで

す。 

ただし、ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ以降、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ２００８以降のＯＳで

は無条件に標準インストールモードでインストールされます。 

よって、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ８．０以降は５．０互換インストールモードが選択できないようにな

っています。 
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１．３  インストールの実行 
1.3 インストールの実行 

■インストール作業 
  ①OS を起動し、管理者（Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒ）の資格のユーザーアカウントで 

ログオンします。 
 

  ②提供ＣＤ－ＲＯＭをドライブにセットします。 
 

  ③Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のインストールプログラムが自動で起動します。「F*TRAN+をインストー 
ル(I)」を選択してください。 
（ＯＳの設定によっては自動で起動しない場合があります。 
その場合はＳｔａｒｔｕｐ．ｅｘｅを起動させて下さい） 

 
 
◆参考  ----  ReadMe、導入編をご覧ください 
  上記画面から「Readme(R)」を選択すると、製品についての最新情報が記載されているReadme
が表示されます。また、「操作説明書／導入編を開く(M)」を選択すると導入編のマニュアルが

表示されます。 
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④下記画面が表示されるので「次へ(N)>」を選択してください。 

 

 
 

 
◆注意  ----  ユーザーアカウント制御画面が表示される場合がある 
 インストーラ起動時に以下のユーザーアカウント制御による確認画面が表示される場合があ

ります（ＯＳの設定によっては表示されない場合もあります）。この場合は「はい(Ｙ)」をクリ

ックしてください。インストーラ処理が継続されます。「キャンセル」をクリックするとインス

トーラが起動しません。※この画面はＯＳにより異なります。 
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  ⑤使用許諾契約書に同意の上で次に進んでくさい。 

 
 
⑥ユーザ名(弊社へのユーザ登録者名)、会社名、パッケージ添付のシリアル番号を 
 入力してください。全ての項目を入力すると「次へ(N)>」ボタンが選択できるように 
なります。 
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⑦セットアップタイプを選択します。基本的には「すべて」を選んでインストール 
するのが良いでしょう。 

 
 

◆参考  ----  セットアップタイプについて 
  ２章では「セットアップ」について解説しますが、この「セットアップ」と、ここでの「セッ

トアップタイプ」とは互いに関係のない用語です。 
 
⑧インストール先のフォルダを選びます。初期状態の指定のままインストールする 
ことをお勧めします。 
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⑨セットアップタイプを「カスタム」に選択していた場合だけ、表示される画面です。 
インストールしたいものを選択してください。ただし、「プログラム」のチェックは 
外せません。また、システムファイルのチェックを外した場合、プログラムが動作 
しない可能性があります。 

 

 
⑩もし、旧バージョンのＦ＊ＴＲＡＮ＋がインストールされていた場合は、⑪へ。 
 そうでない場合は⑫へ進みます。 
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⑪旧バージョンを削除するかどうかを選択します。削除しないで次へ進むことも 
出来ますが、この場合の正常動作は保証されません。 

 
 
⑫「インストール」ボタンをクリックするとインストールを開始します。 
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⑬「インストール」終了を待ちます。 

 
 
⑭インストール完了です。提供ＣＤ－ＲＯＭをドライブから取り出してください。 

 
 
 上記画面ではなく、再起動を要求する画面の場合もあります。提供ＣＤ－ＲＯＭをド

ライブから取り出し、パソコンを再起動してください。 
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１．４  インストールが完了したら 
1.4 インストールが完了したら 

インストールが完了した際は、以下のことをご確認ください。 
 

■問い合わせに備えて 
  インストール時に設定した情報は、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のヘルプのバージョン情報のウインドウに

表示されます。 

 
 
  これらは、後日の問い合わせのときに必要になります。さらに購入元、購入担当者名、購入年

月日がわかる場合は、これらの情報も併せて、お控え下さい。 
 

■Ｒｅａｄ Ｍｅファイル 
 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のインストール後のディレクトリには、本書を補う事柄が書かれたテキストフ

ァイル  ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ  というファイルがあります。これは、必ずお読みください。 
 

■ＰＤＦマニュアル 

 
  セットアップタイプの指定でオンラインマニュアルのインストールを選択していた場合は、タ

ートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ＋→マニュアル（コマンド編／解説編／導

入編／マルチレコード編／プログラム応用編）を選択すると、ＰＤＦマニュアルが見られます。 
  ＰＤＦマニュアルはすべて、「Ａｄｏｂｅ  Ｒｅａｄｅｒ」などのＰＤＦビューワで表示して

ください。 
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１．５  旧製品からの移行 

1.5 旧製品からの移行 
【旧製品からの移行の方法 それぞれの特徴】 

 新機能の利用 
スクリプトファイルの

書き換え 

CCT/KKT ファイ

ルの流用可否 

Windows の標準

フォルダ構成の

適合性 

V5.3 以降の標準インストールモード

からの移行 

一部を除き、大半

が利用可能 

書き換えが必要な場

合がある 

無変更のまま流

用可能 
適合 

V5.0 まで、または V5.3 以降の 5.0 互

換インストールモードからの移行 

一部を除き、大半

が利用可能 
必須 

無変更のまま流

用可能 
適合 

 
◆注意  ----  標準インストールモードと５．０互換インストールモードについて 
本マニュアルにおける「標準インストールモード」とは、初めてＦ＊ＴＲＡＮシリーズを導入

されるユーザ様向けのインストール方法です。 
「５．０互換インストールモード」とはＦ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ５．０以前のバージョンが既にインス

トールされたコンピュータに、上書きでＦ＊ＴＲＡＮ＋をインストールする方法です。Ｆ＊ＴＲ

ＡＮ＋Ｖ８．０以降はすべて「標準インストールモード」でインストールされます。 
 
◆注意  ----  旧製品からの移行とは？ 
  本マニュアルにおける「旧製品」という言葉は、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ１．０～７．０のことを指

し、Ｆ＊ＴＲＡＮ Ⅲ／９５／９８／ＮＴ／２０００／２００６／２００７については、 
Ｆ＊ＴＲＡＮ＋とは、全く別の製品であるという扱いです。 
 
  ただし、Ｆ＊ＴＲＡＮ Ⅲ／９５／９８／ＮＴ／２０００／２００６／２００７のＣＣＴファ

イル、及び、ＫＫＴファイルについては流用可能であり、スクリプトファイル（拡張子．ＦＴ５）

やパラメータファイル（拡張子．Ｐ）についても設定に手を加えることで流用可能になりますが、

その方法につきましては本マニュアルでは割愛いたします。 
 

◆注意  ----  Ｖ５．３以降の標準インストールモードから最新バージョンへの移行には注意が 

必要 

  標準インストールモードでは、ＣＣＴやＫＫＴなどの設定ファイルが、使用するユーザーのド

キュメント配下に置かれます。Ｖ５．３以降を標準インストールモードで使用していて、最新バ

ージョンをインストールした場合、このドキュメント配下の設定ファイルは消さずに残っていま

す。この状態で使用すると無条件にＶ５．３以降の設定ファイルを使うことになります。新たな

設定ファイルを使用したい場合、製品のインストールフォルダから設定ファイルをコピーしてく

ださい。 
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■移行手順 
関係する文章だけをお読みください。 
 
◆ ①～③はＦ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ５．０、またはＶ５．３以降を５．０互換インストールモードで

使用していたユーザにのみに関係する内容です。 
 
① 必要な作業 
旧バージョンのインストールフォルダからバックアップしておいたｆｔｒａｎ．ｉｎｉを、 
各ユーザのドキュメントフォルダの下、 
“．¥ＦＴＲＡＮＰ¥ＥｎｖＧｒｏｕｐ¥Ｅｎｖ”の中の同名のファイルに対して、 
上書きして下さい。 
 
② スクリプトファイルを流用する場合に必要な作業 
Ｆ＊ＴＲＡＮ＋をインストール後、メイン画面を開き、Ｆ＊ＴＲＡＮのスクリプトファ 
イルを読み込みます。そしてそのまま保存しなおすことで、標準インストールモードでは 
使われなくなった指定を外すことが出来ます。この指定がファイル内に残ったまま、スク 
リプトファイルを実行しようとしても、実行できません。ただし、この作業は、スクリプ 
トファイルを「環境名」を明示的に指定して利用していた場合には、必要ありません。 
 
③ 複数の「環境」を引き継ぐ場合に必要な作業 
各ユーザのドキュメントフォルダの下、“．¥ＦＴＲＡＮＰ¥ＥｎｖＧｒｏｕｐ”の下 
に各「環境フォルダ」をコピーしてください。その後、各環境フォルダ内に「ＣＣＴ」と 
いう名前のフォルダと「ＫＫＴ」という名前のフォルダを作成した上で、フォルダ直下の 
ＣＣＴファイルとＫＫＴファイルをそれぞれ、この中に移動してください。 
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◆④～⑥は全ての旧バージョンユーザに関係する内容です。 

④ バッチファイルに直接コマンドを記述して利用している方だけに必要な作業 

バッチファイルのコマンドに“／Ｈｏｓｔ”が記載されていない場合、変換時に初期指定 
のＣＣＴが呼び出されます。正しいＣＣＴが指定されていないと変換結果が正しくなりま 
せん。初期指定のＣＣＴはＦ＊ＴＲＡＮ＋をメイン画面から立ち上げ、ホスト選択でホス 
トを選択して、メイン画面を閉じることで変更可能です。または、バッチファイルに 
“／Ｈｏｓｔ ＜ＣＣＴファイル名＞”のオプション記述を加えてください。 
 
また、“／Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ＊ （＊以外の指定がされている場合は残しておいて 
も問題ない）”“／ＬｏｇＰａｔｈ”“／ＥｒｒｏｒＬｏｇＮａｍｅ” 
“／ＣｏｎｖｅｒｔＬｏｇＮａｍｅ”が記述されている場合は削除してください。 
  

⑤ 旧バージョンのバッチ・スクリプトファイルを引き継ぐ場合に必要な作業 

バッチファイルやスクリプトファイルで指定された変換元データや変換先データのパス 
を確認してください。その上で、バッチファイル内の入出力ファイルのパスの記述を変更 
するか、フォルダ構成をバッチファイル内の記述にあわせるかのどちらかを選択して下さ 
い。 

 

⑥ 必要な作業 

旧バージョンのインストールフォルダからバックアップしておいたＣＣＴファイル、ＫＫＴ 
ファイルを、各ユーザのドキュメントフォルダの下、 
“．¥ＦＴＲＡＮＰ¥ＥｎｖＧｒｏｕｐ¥Ｅｎｖ”の中の「ＣＣＴ」と「ＫＫＴ」にそれぞ 
れの種類のファイルをコピーして下さい。 
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１．６  メンテナンスの実行 

1.6 メンテナンスの実行 
メンテナンスは、既にインストールされているＦ＊ＴＲＡＮ＋に対してモジュールの破損の修

正、及び、機能の追加と削除を行うためのものです。以下の手順に従って進めてください。 
 
① Ｗｉｎｄｏｗｓの「コントロールパネル」の「プログラムと機能」を開きます。 

 
 ※この画面はＯＳにより異なります。 

 
◆参考  ----  ＣＤ－ＲＯＭからの実行も可能 
 既にＦ＊ＴＲＡＮ＋がインストールされているパソコンに、製品ＣＤ－ＲＯＭをセットして自

動的に起動するインストールプログラムから「F*TRAN+をインストール(I)」を選択すると、メン

テナンスモードでインストーラが実行されます。 
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②Ｆ＊ＴＲＡＮ＋を選択し「変更」をクリックします。以下の画面が表示されたら、 

各オプションを選択して「次へ」をクリックします。 

 
 
 
◆注意  ----  ユーザーアカウント制御画面が表示される 
 以下のユーザーアカウント制御による確認画面が表示される場合があります（ＯＳの設定によ

っては表示されない場合もあります）。この場合は「はい(Ｙ)」をクリックしてください。処理

が継続されます。※この画面はＯＳにより異なります。 

 
 
③次ページに、②で選んだオプション毎の説明を記します。 
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■変更を選んだ場合 
 
①チェックを入れたものがインストールされます。また、チェックを外して次へ進むと、 
既にインストールされていた機能がアンインストールされます。 

 
 

① 処理が終わると完了です。 
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■修正を選んだ場合 
 
①進捗画面が表示されるので、完了まで待ちます。 

 
 
②以下の画面が表示されれば、完了です。 
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■削除を選んだ場合 
 

① 削除の確認画面が表示されます。「はい(Y)」をクリックしてください。 

 
 

② 処理が終わるのを待ちます。 
 

 

③ アンインストール完了です。 

    
 
◆注意  ----  アンインストール時に再起動が必要なことも 
上記画面ではなく、再起動を要求する画面の場合もあります。これは、アンインストール時に

削除しようとしたファイルが、他のプログラムで使われていた等の理由で、削除されない場合が

あるからです。パソコンを再起動することで、削除できなかったファイルが自動的に削除され、

アンインストールが正常に完了します。 
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１．７  アンインストールの実行 

1.7 アンインストールの実行 
  ハードディスクにインストールした、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋をアンインストール（削除）する場合は、

つぎの方法で実行してください。 
 
●アンインストールプログラムを実行する 
 
① Ｗｉｎｄｏｗｓの「コントロールパネル」の「プログラムと機能」を開きます。 

 
 ※この画面はＯＳにより異なります。 

 
  ②Ｆ＊ＴＲＡＮ＋を選択し、「アンインストール」をクリックします。次の画面が表示された

ら、「はい(Y)」をクリックしてください。 
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◆注意  ----  ユーザーアカウント制御画面が表示される 
 以下のユーザーアカウント制御による確認画面が表示される場合があります（ＯＳの設定によ

っては表示されない場合もあります）。この場合は「はい(Ｙ)」をクリックしてください。処理

が継続されます。※この画面はＯＳにより異なります。 

 
  
② 処理が終わるとアンインストール完了です。 

 
 

◆注意  ----  アンインストール時に再起動が必要なことも 
上記画面ではなく、再起動を要求する画面の場合もあります。これは、アンインストール時に

削除しようとしたファイルが、他のプログラムで使われていた等の理由で、削除されない場合が

あるからです。パソコンを再起動することで、削除できなかったファイルが自動的に削除され、

アンインストールが正常に完了します。 
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◆注意  ----  アンインストールでは、データフォルダが削除されない 
各ユーザデータフォルダが削除されません。ＣＣＴ、ＫＫＴファイルは残るため、バックアッ

プする手間はかかりませんが、消去したい場合は、手動でＦ＊ＴＲＡＮを利用した人数分のユー

ザデータフォルダの削除が必要です。 
 
◆注意  ----  アンインストールでは、アプリケーションデータフォルダが削除されない 
各アプリケーションデータフォルダ配下の「FTRANP」フォルダが削除されません。ここに

は、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋の起動に必要な情報が格納されている他、デフォルトで使用するＣＣＴの指

定が格納されています。全く新規にＦ＊ＴＲＡＮ＋をインストールしたい場合は手動で削除する

必要があります。格納場所は以下の通りです。 
 

「%USERPROFILE%AppData¥Roaming¥FTRANP¥」 
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2.1 セットアップとは 

                       ２．１  セットアップとは 

 
  インストールが終了したら、つぎの作業は「セットアップ」です。Ｆ＊ＴＲＡＮ＋でいうセッ

トアップとは、コード変換表ファイルを選択・修正して、利用者ごとの運用形態に合わせる作業

のことです。 
  セットアップは、何度やり直しをしてもかまいません。運用形態が変わったり、相手ホストが

変わったりした時に、よくセットアップのやり直しが必要になります。 
以下に、旧バージョンとの相違を記します。旧バージョンから移行してＶ８．０を利用される

お客様はよくお読みいただいた上で、セットアップをしてください。 
 

■  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ４．０までとの相違 

Ｖ４．０までとは変換に関して一部動作が変更になっています。以下の設定内容を確認して、

今までの設定内容や動作と異なる場合は修正してください。 
 
※最新の相違点は当社ホームページをご覧ください。 

 
ホストＣＯＢＯＬベンダ 
  ・変更内容 
    Ｖ４．０までは『変換設定』画面にありましたが、Ｖ５．０からは 

『変換設定→コード変換方式→詳細設定』画面に移りました。 
  ・注意点 
    この変更による設定の見直しは必要ありません。 

 
ＷｉｎｄｏｗｓＣＯＢＯＬベンダ 
  ・変更内容 

Ｖ４．０までは『変換設定』画面にあり、各ホスト別にＷｉｎｄｏｗｓＣＯＢＯＬベンダ 
が設定されていましたが、Ｖ５．０からは『環境設定→主設定の変更』画面に移り、ホス 
トの選択に関わらす初期値が『マイクロフォーカス』に設定されています。 

  ・注意点 
この設定値は以前のバージョンからは引き継がれません。設定値がマイクロフォーカス以 
外で使用していた場合には設定値を確認して以前と同じ設定にする必要があります。この 
設定はＷｉｎｄｏｗｓの符号付ゾーン形式に変換する場合に影響する設定です。 
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ホストエンディアン 
  ・変更内容 

Ｖ４．０までは『変換設定』画面にありましたが、Ｖ５．０からは 
『変換設定→コード変換方式→詳細設定』画面に移りました。 

  ・注意点 
この変更による設定の見直しは必要ありません。 

 
ＡＮＫコード 
  ・変更内容 

Ｖ４．０までは『変換設定』画面と、『変換設定→漢字変換方式→詳細設定』画面にあり 
ましたが、Ｖ５．０からは『変換設定→コード変換方式→詳細設定』画面だけになりまし 
た。これに伴い、『Ａｎｋコマンド』が廃止されました。 

  ・注意点 
バッチファイルなどでＡｎｋコマンドを使用している場合は修正が必要になります。 

 
マップ設定 
  ・変更内容 
    出力幅の省略値がＶ４．０までは基本的に『入力幅と同じ』でしたが、Ｖ５．０からは入 

力コードと出力コードから入力幅に指定された値を最小として自動的に計算して求める 
方式に変更されたため、必ずしも入力幅＝出力幅ではなくなりました。特に、定数挿入で 
半角英数カナ記号文字を挿入する場合の出力幅の省略値が、Ｖ４．０までは 
『見た目の文字数』でしたが、Ｖ５．０からは『見た目の文字数×２』と変更されました。 
また、Ｖ４．０までは漢字変換の定数挿入でＨｉｇｈＶａｌｕｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅが指 
定可能でしたが、Ｖ５．０からは指定できなくなっています。 

   ・注意点 
ＨｉｇｈＶａｌｕｅ、ＬｏｗＶａｌｕｅの挿入はＡｎｋ変換やバイナリ変換を使用して下 
さい。また、変換してみて結果が今までと異なる場合はマップ設定の入力幅、出力幅の指 
定などを見直してください。 
詳細は『操作説明書／解説編』または『操作説明書／コマンド編』をご覧下さい。 

 
ホスト拡張漢字 
・変更内容 
ホスト拡張漢字で、漢字対応表に登録されていない文字の変換方法として、Ｖ４．０まで 
は『ゼロイー変換』が可能でしたが、Ｖ５．０からは『ゲタ変換』と『クエスチョン変換』 
のみになりました。 

   ・注意点 
ゼロイー変換が設定されているＣＣＴファイルを読み込んだ場合はゲタ変換に設定が変 
更されます。 
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漢字対応表 
  ・注意点 

漢字対応表の登録数が、Ｖ５．０にて大幅に増えています。新しい漢字対応表を使用した

い場合は、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のインストールディレクトリ内の『Ｔｅｍｐｌａｔｅｓ￥ＣＣＴ』

の各フォルダに格納されているので、手動でコピーしてください。 
 
漢字項目内の半角スペースの変換（ホストが汎用機・オフコン系で、ホスト⇒Win 変換時） 
・Ｖ４．０以前の動き 
漢字項目内に半角スペースが奇数個連続して存在する場合、最後の半角スペースは、半角 
スペースとしてそのまま出力される。 

  ・Ｖ５．０からの動き 
漢字項目内に半角スペースが奇数個連続して存在する場合、最後の半角スペースが、指 
定の全角スペースに置き換えられる。 

 
漢字項目内の半角スペースの変換（ホストがオープン系、且つ、スペース置換を指定しない時） 
・Ｖ４．０以前の動き 

漢字項目内の半角スペースは、指定の半角スペースとして出力される。 
 

・Ｖ５．０からの動き 
漢字項目内の半角スペースは、指定の全角スペースとして出力される。 

 
マップ設定（ホスト→Win 時のパック・表示、ゾーン・表示変換） 

・Ｖ４．０以前の動き 
前ゼロありで変換した場合、ピクチャの指定から計算された出力幅分がゼロで埋まります 
（符号部を除く）。 
出力幅がピクチャの長さより長い場合、その分は空白で埋まります。 

 
・Ｖ５．０からの動き 

前ゼロありで変換した場合、出力幅の長さ分がゼロで埋まります。入力符号ありで元デー 
タがプラスの場合、符号部分もゼロで埋まります。 
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■  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ５．０までとの相違 

 
一部ＵＮＩＸ向けのホストＣＯＢＯＬ設定の初期値 
・注意点 
Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ５．０までのバージョンでは、サン・マイクロシステムズ用、 
ＩＢＭ用、日本ＨＰ用のＵＮＩＸ設定のコード変換表の初期値において、ホスト 
ＣＯＢＯＬが「ＡＣＵＣＯＢＯＬ －Ｄｃａ」に設定されていましたが、Ｖ５．３からは 
「マイクロフォーカス ＭＩＣＲＯ ＦＯＣＵＳ ＣＯＢＯＬ」に設定されています。 

 
 

■  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ５．３との相違 

 
出力されるログの変更 

出力されるログのフォーマットに一部変更・追加が行われています。また、メッセージの

内容が一部変更になっています。詳細は『操作説明書／解説編』をご覧ください。 
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                       ２．２  コード変換表とは 

2.2 コード変換表とは 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋の動作を決める重要なファイルである、コード変換表（ファイル）について説

明します。 
 
●コード変換表（ファイル）とは 
  コード変換表とは、ＡＮＫコードや漢字変換方式の設定、ＥＢＣＤＩＣ変換に使うＡＮＫ変換

表などが記録されている、拡張子が“．ＣＣＴ”のファイルのことです。 
 
  コード変換表ファイルと呼ぶ場合と、単にコード変換表と呼ぶ場合があります。コード変換表

ファイルというときは、メモリに読み込まれる前のディスク上のコード変換表を指します。単に

コード変換表というときは、ディスク上にあるときの状態とメモリに読み込まれた状態の総称で

す。 
 
  通常、コード変換表ファイルは、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋の起動時に指定のディレクトリからメモリに

読み込まれます。Ｆ＊ＴＲＡＮ＋は起動時に読み込んだコード変換表を参照してＡＮＫ変換、漢

字変換、数値変換などを行ないます。これがないと、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋は動作を決めることができ

ません。そのため、 
 
      コード変換表ファイルが見つからないとＦ＊ＴＲＡＮ＋は起動すらできない 
 
  という制約があります。 
  初期状態において次のコード変換表が搭載されています。 
 
  ＜汎用機・オフコン用＞ 
 
    Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴ    汎用機・オフコン用（標準）のコード変換表 
    Ｆ．ＣＣＴ              富士通方式用のコード変換表（Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴと同様） 
    Ｈ．ＣＣＴ              日立方式用のコード変換表 
    Ｎ．ＣＣＴ              ＮＥＣ方式漢字変換用のコード変換表 
    ＮＡ．ＣＣＴ            ＮＥＣ方式ＡＮＫ変換用のコード変換表 
    Ｔ．ＣＣＴ              東芝方式用のコード変換表 
    Ｉ．ＣＣＴ              ＩＢＭ方式用（標準）のコード変換表 
    Ｉ２．ＣＣＴ            ＩＢＭ方式用（ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 290/1027）のコード変換表 
    ＩＯＲＧ．ＣＣＴ        Ｆ＊ＴＲＡＮ＋Ｖ２．５互換のＩＢＭ方式用のコード変換表 
    Ｍ．ＣＣＴ              三菱方式用のコード変換表 
    Ｕ．ＣＣＴ              日本ユニシス方式用のコード変換表 
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  ＜Ｕｎｉｘ用＞ 
 
    ＵＮＩＸ．ＣＣＴ        ＵＮＩＸ用（標準）のコード変換表 
    Ｕ－ＥＵＣＪＰ．ＣＣＴ  ｅｕｃＪＰ－ｏｐｅｎ用のコード変換表 
    Ｕ－ＦＵ．ＣＣＴ        富士通ＥＵＣ－Ｕ９０用のコード変換表 
    Ｕ－ＦＳ．ＣＣＴ        富士通Ｓファミリ用のコード変換表 
    Ｕ－ＦＤ．ＣＣＴ        富士通ＤＳ／９０シリーズ用のコード変換表 
    Ｕ－Ｉ．ＣＣＴ          日本ＩＢＭ  ＡＩＸ用のコード変換表 
    Ｕ－Ｈ．ＣＣＴ          日立用のコード変換表 
    Ｕ－Ｎ．ＣＣＴ          ＮＥＣ用のコード変換表 
    Ｕ－ＳＵＮ．ＣＣＴ      サン・マイクロシステムズ Ｓｏｌａｒｉｓ用のコード変換表 
    Ｕ－ＨＰ．ＣＣＴ        日本ＨＰ用のコード変換表 
 
 
  ＜Ｗｉｎｄｏｗｓ用＞ 
 
    ＷＩＮ．ＣＣＴ            Ｗｉｎｄｏｗｓ相互変換用（標準）のコード変換表 
    ＷＩＮ－ＵＣＳ２．ＣＣＴ  Ｕｎｉｃｏｄｅ（ＵＣＳ－２）のコード変換表 
    ＷＩＮ－ＵＴＦ８．ＣＣＴ  Ｕｎｉｃｏｄｅ（ＵＴＦ－８）のコード変換表 
 
 
 
  普通は、この中からホストのタイプに合ったコード変換表を選択し、自社用にセットアップし

て使います。これは、同じメーカーのホストであっても、各ホスト毎に文字コード等がカスタマ

イズされていることが多いからです。なお、利用者がさらに別のコード変換表を作って使うこと

もできます。 
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                ２．３  コード変換表の出荷時設定 

2.3 コード変換表の出荷時設定 

  標準提供のコード変換表ファイルについて、出荷時の設定がどのようになっているか説明しま

す。 
 
●コード変換表の出荷時設定（汎用機・オフコン用） 
 
  Ｆ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴ 
  汎用機・オフコン用（標準）のコード変換表ファイルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        富士通ＪＥＦ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    コメント              「標準設定」 
 
 
  Ｆ．ＣＣＴ 
  富士通のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファ

イルです。出荷時の設定は、上のＦ－ＴＲＡＮ．ＣＣＴとほぼ同じです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        富士通ＪＥＦ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    コメント              「富士通方式用（ＪＥＦ８４）」 
 
 
  Ｈ．ＣＣＴ 
  日立のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        日立ＫＥＩＳ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    コメント              「日立方式用（ＫＥＩＳ８３）」 
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  Ｎ．ＣＣＴ 
  ＮＥＣ方式の漢字変換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイルです。

ＮＥＣ内部コード（Ｅ）を扱うときは、このコード変換表をお使いください。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）方式（ほか、９種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ＮＥＣ方式。英小文字は英大文字に変換する 
    コメント              「ＮＥＣ方式漢字変換用」 
 
 
  ＮＡ．ＣＣＴ 
  ＮＥＣ方式のＡＮＫ変換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイルです。

漢字変換もできますが、ＮＥＣ内部コード（Ｅ）には対応していないのでご注意ください。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
                          変更しないでください 
    コード変換方式        ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｅ）方式。英小文字が有効 
                          ＮＥＣ  ＪＩＰＳ（Ｊ）、 
                          ＮＥＣ内部コード（Ｊ）も登録ずみ 
                          （ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ＮＥＣ方式。カスタマイズする必要がありません。 
    コメント              「ＮＥＣ方式ＡＮＫ変換用」 
 
 
  Ｔ．ＣＣＴ 
  東芝のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        東芝方式（漢字コードはＪＩＳ） 
                          （ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          使用されないが、他のコード変換表にあわせて搭載。 
    コメント              「東芝方式用」 
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  Ｉ．ＣＣＴ ／ Ｉ２．ＣＣＴ ／ ＩＯＲＧ．ＣＣＴ 
  ＩＢＭのシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファ

イルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        ＩＢＭ漢字（DBCS-Host）方式（ほか、４種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定（３種類） 
    コメント 
      Ｉ．ＣＣＴ          「ＩＢＭ方式用（標準）」 
      Ｉ２．ＣＣＴ        「ＩＢＭ方式用（コードページ２９０／１０２７）」 
      ＩＯＲＧ．ＣＣＴ    「ＩＢＭ方式用（オリジナル）」 
 
  新規にＦ＊ＴＲＡＮ＋を導入された方は、Ｉ．ＣＣＴとＩ２．ＣＣＴをご利用ください。 
Ｉ．ＣＣＴのカタカナ版では、英小文字は英大文字に変換します。Ｉ２．ＣＣＴのカタカナ版で

は、英小文字は英小文字として変換します。 
  ＩＯＲＧ．ＣＣＴはＶ２．５に添付されていたＩＢＭホスト用のコード変換表ファイルです。

Ｖ２．５以前のバージョンとの互換用として残してあるものです。ＩＯＲＧ．ＣＣＴのＡＮＫ変

換表は、初期状態においてＩＢＭ社のコードページと異なるコードポイントが登録されています。 
 
  Ｍ．ＣＣＴ 
  三菱のシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換表ファイ

ルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        三菱ＭＥＬＣＯＭ方式（ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    コメント              「三菱方式用」 
 
 
  Ｕ．ＣＣＴ 
  日本ユニシスのシステムとのデータ交換向けに、あらかじめセットアップしてあるコード変換

表ファイルです。 
 
    ＡＮＫコード          ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）←→ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ 
    コード変換方式        日本ユニシスＬＥＴＳ－Ｊ方式 
                          （ほか、１０数種類が登録ずみ） 
    ＡＮＫ変換表          ほぼ標準的と思われる設定 
    コメント              「日本ユニシス方式用」 
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●コード変換表の出荷時設定（Ｕｎｉｘ用） 
 
  Ｕｎｉｘ用のコード変換表はつぎのような名称（コメント）になっており、 
 
    ＵＮＩＸ．ＣＣＴ        「標準設定（Ｕｎｉｘ）」 
    Ｕ－ＥＵＣＪＰ．ＣＣＴ  「ｅｕｃＪＰ－ｏｐｅｎ用」 
    Ｕ－ＦＵ．ＣＣＴ        「富士通ＥＵＣ－Ｕ９０用」 
    Ｕ－ＦＳ．ＣＣＴ        「富士通Ｓファミリ用」 
    Ｕ－ＦＤ．ＣＣＴ        「富士通ＤＳ／９０シリーズ用」 
    Ｕ－Ｉ．ＣＣＴ          「日本ＩＢＭ  ＡＩＸ用」 
    Ｕ－Ｈ．ＣＣＴ          「日立用」 
    Ｕ－Ｎ．ＣＣＴ          「ＮＥＣ用」 
    Ｕ－ＳＵＮ．ＣＣＴ      「サン・マイクロシステムズ  Ｓｏｌａｒｉｓ用」 
    Ｕ－ＨＰ．ＣＣＴ        「日本ＨＰ用」 
 
  コード変換方式は、ＥＵＣコードに設定されています。それぞれのコード変換表は、メーカー

固有の漢字対応表情報を持っています。 
 
 
●コード変換表の出荷時設定（Ｗｉｎｄｏｗｓ用） 
 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ用のコード変換表はつぎのような名称（コメント）になっており、 
 
    ＷＩＮ．ＣＣＴ           「標準設定（Ｗｉｎｄｏｗｓ）」 
    ＷＩＮ－ＵＣＳ２．ＣＣＴ 「Ｕｎｉｃｏｄｅ（Ｗｉｎｄｏｗｓ，ＵＣＳ－２）」 
    ＷＩＮ－ＵＴＦ８．ＣＣＴ 「Ｕｎｉｃｏｄｅ（Ｗｉｎｄｏｗｓ，ＵＴＦ－８）」 
 
  コード変換方式は、それぞれ、シフトＪＩＳ、ＵＣＳ－２ ＬＥ、ＵＴＦ－８に設定されてい

ます。 
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                     ２．４  セットアップの手順 

2.4 セットアップの手順 

●セットアップの手順 
  セットアップ作業は、つぎの手順で行ないます。 
 
（１．Ｆ＊ＴＲＡＮ＋を起動する。） 
  ２．設定メニューの「ホスト選択」を行なう。 
  ３．設定メニューの「変換設定」を行なう。 
      提供時の設定で問題なければ、変更する必要はありません。 
      以下の項目を環境に合うように設定・確認してください。 
        ①コメント／ホストのタイプの設定 
        ②コード変換方式の設定 
        ③漢字対応表の設定 
        ④ホストＣＯＢＯＬベンダの設定 
        ⑤Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
        ⑥ホストエンディアンの設定 
        ⑦ＡＮＫコードの設定 
        ⑧ＡＮＫ変換表の編集 
  ４．コード変換表の保存 
      設定が完了したら、コード変換表をハードディスクに保存してください。 
      （保存しないで、試行することも可能です。） 
（５．Ｆ＊ＴＲＡＮ＋を終了する。） 
 
  以上です。 
 
 
  スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ＋をクリックして、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋

を起動してください。 



                                                                 第２章  セットアップ 

 35 

 

                            ２．５  ホスト選択 

2.5 ホスト選択 

  最初に、メニューバーの設定（Ｓ）→ホスト選択（Ｈ）をクリックし、つぎのウインドウを開

きます。ここで、基準となるホストを選択します。 
 
                                    ① 

 
                ④ ②                      ③     ⑤         ⑥ 
 
①ホスト系を汎用機・オフコン用（Ａ）、ＵＮＩＸ用（Ｂ）、Ｗｉｎｄｏｗｓ用（Ｃ）のボタンで 
  選択します。 
②選択できるホストのタイプが表示されるエリアです。 
  使用しているホストに合った項目をクリックして選択します。 
③実際に設定されているコード変換表ファイル名が表示されるエリアです。 
 
④選択したホストの情報を保存するためのチェックボックスです。 
  次回にＦ＊ＴＲＡＮ＋を起動した時に、選択したホストを基準にする場合は、ＯＮにします。 
  一時的にホストを変更する場合は、ＯＦＦにします。デフォルトは、ＯＮです。 
  セットアップでは、ＯＮのままにします。 
⑤②の選択が完了した状態でＯＫボタンをクリックすると、基準となるホストが確定します。 
⑥キャンセルボタンをクリックすると、ホスト選択を中止します。 
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                             ２．６  変換設定 

2.6 変換設定 

  つぎに、メニューバーの設定（Ｓ）→変換選択（Ｓ）をクリックし、つぎのウインドウを開き

ます。ここで、コード変換に関する設定等をします。 
 
                      ⑥         ①  ②    ⑤    ③     ④  ⑦ 

 

                    ⑨               ⑩    ⑧     ⑫   ⑪   ⑬ 
①読み込まれているコード変換表のファイル名が表示されています。 
②コメントの変更ができます。 
  コード変換表は、４０文字以内のコメントをつけることができます。 

③コード変換方式の選択項目です。どのコード変換方式を使うかを割り当てます。 
④コード変換方式の設定変更ボタンです。コード変換方式の設定内容を細かく変更できます。 
⑤漢字変換時に使われる漢字対応表を選択することができます。 
⑥選択されている漢字対応表を有効にするチェックボックスです。 
⑦漢字対応表エディタを起動するボタンです。漢字対応表の修正ができます。 
⑧ＣＯＢＯＬのＣｏｐｙ句を読み込むときの設定を行うウインドウが開きます。 
  詳細は、操作説明書／マルチレコード編を参照してください。 
⑨ＡＮＫ変換表の編集ボタンです。 
  ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩ、Ｕｎｉｃｏｄｅ（半角・全角）、ＥＢＣＤＩＣ（カナ・英小文字） 
  それぞれが対応付けられている変換表の表示・修正ができます。 
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⑩ユーザーＡ／Ｂ変換表の編集ボタンです。 
  ２つの、ユーザが任意に定義できるＡＮＫ変換表（１バイト単位のコード変換表）の表示・ 
  修正ができます。 
⑪コード変換表の書き込み（保存）を行い、変換設定のウインドウを閉じます。 
  修正したコード変換表を元のファイルに書き戻すだけでなく、 
  別の名前のコード変換表としてディスクに書き込むこともできます。 
⑫ＯＫボタンをクリックすると、修正した変換設定が有効になります。 
  ただし、あくまでメモリ上の変更であり、 
  コード変換表ファイルに書き込まれるわけではありません。 
⑬キャンセルボタンをクリックすると、修正した変換設定を無効にし、変換設定のウインドウ 
  を閉じます。なお、ユーザーＡ／Ｂ変換表編集画面、ＡＮＫ変換表編集画面、コード変換方式 
  の詳細設定画面などでＯＫボタンを押してもここでキャンセルを選ぶと全ての修正が無効に 
  なります。 
 

■コメント／ホストのタイプの設定 
  コード変換表にはコメント／ホストのタイプをつけておくことができます。セットアップ内容

を反映したコメントをつけておくと、安全な操作が期待できます。 
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■コード変換方式の設定 
  漢字を扱うなら、必ずこの設定をしなければいけません。 
  ホストの漢字コード体系は各社各様で、統一された方式はありません。そのために、利用者が

Ｆ＊ＴＲＡＮ＋に、どの方式で漢字変換するのかを教えてやらなければいけません。コード変換

表には、あらかじめ数種類のコード変換方式が登録されています。そのなかから、適するものを

選択してください。 
 
●適するコード変換方式がないとき 
  適するコード変換方式がないときは、新規作成を選択し、似た設定のものを参照してアレンジ

し、自分で新しいコード変換方式を登録する必要があります。 
 
●コード変換方式の詳細設定 
  適するコード変換方式（または新規作成）を選択したら、詳細設定（Ｄ）ボタンをクリックし

て、設定の詳細を確認します。 
 
＜ホストが汎用機・オフコンの場合＞ 
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＜ホストがＵｎｉｘの場合＞ 
 

 
 
＜ホストがＷｉｎｄｏｗｓの場合＞ 
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  必要であれば、変更します。設定変更の操作自体は簡単ですが、その意味・内容はわかりにく

いものです。操作説明書／解説編の「変換設定」の説明を読んでから、変更を行なってください。 
  変更の必要がないなら、キャンセルボタンをクリックしてください。 
 
 

■漢字対応表の設定 
  漢字変換時に使われる漢字対応表を設定します。漢字体系に合った漢字対応表を選択し、有効

のチェックボックスをＯＮにします。通常は、ホスト選択をした時点で、そのホストに対応した

漢字対応表が設定されていますので、変更する必要はありません。 
 

■ホストＣＯＢＯＬベンダの設定 
  ホストＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する場合は、この設定が重要になります。つぎの

７種類から選択できます。選択しないこともできます。 
 
      富士通             Ｐｏｗｅｒ  ＣＯＢＯＬ９７（８５） 
      日立               ＣＯＢＯＬ８５ 
      ＮＥＣ             ＣＯＢＯＬ８５ 
      マイクロフォーカス ＭＩＣＲＯ  ＦＯＣＵＳ  ＣＯＢＯＬ * 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃａ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｉ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡｃｕＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｍ） 
 
    *)ホストがＷｉｎｄｏｗｓの場合は、 
      マイクロフォーカス  Ｎｅｔ  Ｅｘｐｒｅｓｓ （ＭＩＣＲＯ  ＦＯＣＵＳ  ＣＯＢＯＬ） 
      です。 
 
 ホストが「汎用機・オフコン」の場合、「ホスト種別」を正しく選択してください。通常は「一

般」で問題ありませんが、お使いのホストがＩＢＭ ＡＳ／４００の場合は「IBM eServer 
iSeries[AS/400]」を選択しないと符号付きゾーン、パック形式の変換が正しくできない場合が

あります。 
 

■Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬベンダの設定 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ  ＣＯＢＯＬのゾーン形式データを変換する場合は、この設定を行ないます。

つぎの７種類から選択できます。選択しないこともできます。 
 
      富士通             Ｐｏｗｅｒ  ＣＯＢＯＬ９７（８５） 
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      日立               ＣＯＢＯＬ８５ 
      ＮＥＣ             ＣＯＢＯＬ８５ 
      マイクロフォーカス Ｎｅｔ  Ｅｘｐｒｅｓｓ （ＭＩＣＲＯ  ＦＯＣＵＳ  ＣＯＢＯＬ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃａ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｉ） 
      Ａｃｕｃｏｒｐ     ＡＣＵＣＯＢＯＬ  （コンパイルオプション ： －Ｄｃｍ） 
 
◆注意  ----  Ｗｉｎｄｏｗｓ ＣＯＢＯＬの設定は環境設定から 
  Ｗｉｎｄｏｗｓ ＣＯＢＯＬベンダの設定は変換設定ではなく設定（Ｓ）→環境設定（Ｋ）→

主設定の変更（Ｅ）から行います。 
 

■ホストエンディアンの設定 
  ２進形式データを変換する場合は、この設定を行ないます。ホスト２進形式のエンディアン（格

納順）をつぎのどちらかに設定します。 
 
      ビッグ（正順） 
      リトル（逆順） 
 
  ホストコードがＵＣＳ－２の場合にはコードのエンディアンもこの情報が使われます。 
 

■ＡＮＫコードの設定 
  ＡＮＫコードの設定とは、ホストの（ホストファイルの）ＡＮＫコード系として、 
 
      ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）コード 
      ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード 
      ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコード 
 
  のどれかが使われているかを設定することです。より正確には、データ交換の相手システムが

ＥＢＣＤＩＣコードを基本とするシステムか、ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩコードを基本とするシステ

ムかを設定することです。ＡＮＫコードの設定は、 
 
      ＡＮＫ文字の変換（Ａｎｋ変換） 
 
  だけでなく、 
 
      スペース文字の決定 
      ゾーン形式の数値項目の変換 
      パック形式の数値項目の変換 
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  などにも影響します。とても重要な設定であることを忘れないでください。 
 
      大部分のホストは、ＥＢＣＤＩＣ（カタカナ）コードを採用 
 
  しています。 
 
◆参考．．． 
  ＥＢＣＤＩＣは「エビシディック」と読みます。 
  ＪＩＳ８／ＡＳＣＩＩは「ジスハチ／アスキー」です。 
  また、ＡＮＫは「アンク」です。 
 

■ＡＮＫ変換表の編集 
  2 種類のＡＮＫ表(ＡＮＫ変換表、ユーザーＡ／Ｂ変換表)があります。必要であれば、修正を

行ないます。操作はごく簡単です。 
 

■コード変換表の保存 
  ここまでのセットアップ処理はメモリ上で行なわれているに過ぎません。つぎからの起動時に

もセットアップ作業を有効にするには、それをディスク上のコード変換表ファイルに書き戻して、

保存する必要があります。変更点がなければ、キャンセルボタンをクリックして変換設定を終了

します。 
 
  保存して閉じる（Ｓ）ボタンをクリックすると、“ファイル名を付けて保存”ウインドウが開

きます。通常は、このまま、保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 
 
●セットアップ結果を別の名前のコード変換表に保存したい場合 
  仮に、Ｘ．ＣＣＴという名前のコード変換表として、指定のディレクトリに保存したいとしま

す。それには、保存して閉じる（Ｓ）ボタンをクリックして、“ファイル名を付けて保存”ウイ

ンドウを開き、ファイル名にＸを入力してから、保存（Ｓ）ボタンをクリックします。 
  その後、設定のホスト選択でＸ．ＣＣＴを選択します。 
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第３章  システム構成                                                                  

                     ３．１  動作ＯＳと動作環境 

3.1 動作 OS と動作環境 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ は動作するＯＳ別に２種類の製品があり、それぞれ以下の条件で動

作します。 
 
【動作ＯＳ】 
 
■Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ Ｓｅｒｖｅｒ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２００８ Ｓｔａｎｄａｒｄ／Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２００８ Ｒ２ Ｓｔａｎｄａｒｄ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２００８ Ｒ２ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１２ Ｓｔａｎｄａｒｄ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１２ Ｄａｔａｃｅｎｔｅｒ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１２ Ｒ２ Ｓｔａｎｄａｒｄ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１２ Ｒ２ Ｄａｔａｃｅｎｔｅｒ 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１６ Ｓｔａｎｄａｒｄ 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１６ Ｄａｔａｃｅｎｔｅｒ 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０１６ Ｅｓｓｅｎｔｉａｌｓ 

  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ／Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ ７ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ／Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ ８．１ 無印／Ｐｒｏ 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ １０ Ｈｏｍｅ／Ｐｒｏ／Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 

 
■Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ Ｄｅｓｋｔｏｐ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ／Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ ７ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ／Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
  ●Ｗｉｎｄｏｗｓ ８．１ 無印／Ｐｒｏ 
●Ｗｉｎｄｏｗｓ １０ Ｈｏｍｅ／Ｐｒｏ／Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 

 
注：上記 OS の内 64bit OS については Wow64 上でのみ動作します。 

 
【動作環境】 
 
※最新情報は下記ホームページにてご確認ください。 
  ・ホームページ ：http://www.fujitsu.com/jp/group/bsc/services/ftran/ 
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                   ４．１  バージョンアップ内容 

4.1 バージョンアップ内容 

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ７．０ から Ｖ８．０ へのバージョンアップ内容は、以下のとおりです。 
 

■Ｗｉｎｄｏｗｓ１０での動作をサポートしました。 
  Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔの最新ＯＳ「Ｗｉｎｄｏｗｓ１０」上での変換が可能です。 
 

■Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ２０１６での動作をサポートしました。 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋ Ｖ８．０ Ｓｅｒｖｅｒにて、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔの最新ＳｅｒｖｅｒＯＳ

「Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ２０１６」上での変換が可能です。 
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              ５．１  ホスト→Ｗｉｎファイル変換 

5.1 ホスト→Ｗｉｎファイル変換 
  実際にサンプルデータを使って、ホストファイル“Ｐｌａｎｅｔ”をＷｉｎｄｏｗｓファイル

“Ｐｌａｎｅｔ．ｇｅｔ”に変換する作業を試して見ましょう。ここでは、ホストが汎用機・オ

フコン、出力側のコードがシフトＪＩＳであると想定しています。 
 
①スタートメニューより、プログラム（Ｐ）→Ｆ－ＴＲＡＮ＋をクリックして、 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋を起動します。起動すると、つぎのメインウインドウが立ち上がります。 
  起動時には、ホスト→Ｗｉｎデータファイル変換（プリント形式）の状態になっていますが、 
  これから行なう作業はホスト→Ｗｉｎデータファイル変換（プリント形式）なので、 
  このままの状態から始めます。（下図の①のところを確認してください。） 
         ①       ①  ②  ①                           ② 

 
 
②変換するホストファイル名（Ｉ）を指定します。ファイル名がわかっている場合は、 
  ホストファイル名の欄に“Ｃ：￥ＦｔｒａｎＰ￥Ｐｌａｎｅｔ”のように入力しますが、 
  ファイル名がわからないという前提で操作を行ないます。 
  ホストファイル名の参照（Ｙ）ボタンをクリックすると、 
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  つぎのホストファイル参照ウインドウが開きます。 
 

 
                                          ③ 
 
③ホストファイル参照ウインドウが開いたら、ウインドウの中の“Ｐｌａｎｅｔ”を 
  ダブルクリックします。ダブルクリックすると、ホストファイル参照ウインドウが閉じて、 
  メインウインドウのホストファイル名（Ｉ）のところに“Ｐｌａｎｅｔ”が指定された状態 
  になります。 
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                     ④                                              ⑤ 

 
 
④Ｗｉｎファイル名（Ｗ）の指定は、すでに“  ～  ＊．ｇｅｔ”と指定されていますので、 
  このままの状態にします。Ｗｉｎファイル名はホストファイル名を引き継ぐ指定となるので、 
  “Ｐｌａｎｅｔ．ｇｅｔ”という名前のファイルになります。 
 
⑤マップ設定は、変換するデータの中に漢字やＣＯＢＯＬの数値項目（パック、ゾーン形式）、 
  日付データ項目が入っている場合のファイルレイアウトを指定します。 
  マップ設定（Ｐ）のボタンをクリックすると、つぎのウインドウが開きます。 
 

 
                                 ⑥ 
⑥簡易設定（Ｓ）が選択されていることを確認してＯＫボタンをクリックすると、 
  つぎのマップ設定（簡易）のウインドウが開きます。 
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                  ⑦ 

 
 
⑦マップ設定（簡易）ウインドウのＮｏ．１～Ｎｏ．１１のデータ形式、入力幅、出力幅を、 
  つぎのように設定します。 
 
 Ｎｏ データ形式 入力幅       出力幅               コメント（入力不要） 
  １  Ａｎｋ     ２                                Ｎｏ．（惑星番号） 
  ２  漢字       ８                                和名 
  ３  Ａｎｋ     １０                              英名 
  ４  Ａｎｋ     ９                                読み 
  ５  パック     ｕ４．３                          質量比 
  ６  ゾーン     ｕ２                              衛星数（確定済） 
  ７  ゾーン     ｓ２．１                          極大等級（見かけ上の最大の明るさ） 
  ８  漢字       ２０                              英名の意味・由来 
  ９  年設定     ｗ３０       ｗ３０（省略可）     ＜1930-2029＞ 
 １０ 区切記号   ．（ピリオド）                     ＜9999.99.99＞ 
 １１ 日付       ｙｙｍｍｄｄ ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ レポート提出年月日 
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  設定はキーボードを使って直接入力してもよいのですが、つぎのように操作すると、比較的簡

単に行なうことができます。Ｎｏ．１のデータ形式の欄をダブルクリックすると、データ形式等

の入力ウインドウが開きます。 
 
           ⑧                                       ⑨  ⑩ 

          
 
⑧Ａｎｋ（２）をクリックして、データ形式を選択します。 
 
⑨入力幅の▲をクリックして、入力幅を２にします。 
 
⑩ＯＫボタンをクリックして、設定を確定します。 
 
  同様にＮｏ．２～Ｎｏ．１１を設定します。 
  Ｎｏ．５～Ｎｏ．７のパック／ゾーンは、整数部と小数部の指定を行ないます。 
  Ｎｏ．７のゾーンは、入力符号ありを選択します。 
  Ｎｏ．９の年設定は、入出力ともにウインドウ方式で１９３０～を選択します。 
  Ｎｏ．１０の区切記号は、ピリオド（年．月．日）を選択します。 
  Ｎｏ．１１の日付は、入力にｙｙｍｍｄｄ、出力にｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄを選択します。 
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                       ⑪                               ⑫         ⑬ 

 
 
⑪設定がすべて完了したら、変換プレビューボタンをクリックして見ましょう。 
  プレビューモードにすると、変換前と変換後のデータを前もって確認することができます。 
  ここで、マップ設定が正しいかどうかを確認できます。 
 
⑫プレビューモードで、変換前／後の切り替えができます。 
  変換後のデータが正しく表示されているかどうかを確認しましょう。 
  確認したら、再度⑪の変換プレビューボタンをクリックして、 
  プレビューモードから入力モードに戻します。 
 
⑬マップ設定が完了したら、ＯＫボタンをクリックしてマップ設定を終了させます。 



第５章  タッチ＆トライ                                                                

 54 

 

 
 ⑭    ⑮ 

 
⑭変換後にＷｉｎファイル（Ｐｌａｎｅｔ．ｇｅｔ）の内容を表示して確認するために、 
  変換結果表示（Ｖ）のチェックボックスをＯＮにします。 
 
⑮設定がすべて完了しましたので、変換（Ｇ）ボタンをクリックします。 
  変換ボタンをクリックすると変換が始まり、 
  変換中であることを示す実行ウインドウ（つぎのページ）が開きます。 
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                                                                       ⑯ 
⑯処理が正常に終了したことを確認したら、“閉じる”ボタンをクリックします。 
 

 
                                                                             ⑰ 
⑰実行ウインドウを閉じると、つぎのファイル内容表示ウインドウが開きます。 

  変換結果を確認してみましょう。確認が終了したら、ＯＫボタンをクリックします。 
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         ⑱ 

 
 
⑱これでホスト→Ｗｉｎファイル変換の一連の操作は終了しましたが、 
  いままでに設定した内容をスクリプトファイルに保存することができます。 
  保存する場合は、メインウインドウの“保存”のボタンをクリックします。 
  保存設定のウインドウが表示されたら、ＯＫボタンをクリックし、 
  “名前をつけて保存”のウインドウが表示されたら、ファイル名を入力し、 
  保存（Ｓ）ボタンをクリックします。設定が保存されます。 
 
    保存したスクリプトファイルは、“開く”ボタンをクリックすれば、 
  いつでも呼び出すことができます。そして、エクスプローラからダブルクリックするだけで、 
  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のメインウインドウを開かずに自動実行させることができます。 
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■出力コードがＵｎｉｃｏｄｅの場合 
  出力側がＷｉｎｄｏｗｓの場合、出力コードとしてシフトＪＩＳ、ＵＣＳ－２ ＬＥ、ＵＣＳ

－２ ＢＥ、ＵＴＦ－８の選択が可能です。以下の設定を行ってください。 
 
  設定（Ｓ）→環境設定（Ｋ）→主設定の変更（Ｅ）で表示される以下の画面でマスターエンコ

ーディングを変換したいコードに設定します。 
 
                                     ①              ② 

             
 
①変換したいＷｉｎｄｏｗｓ側のコードを、シフトＪＩＳ、ＵＣＳ－２ ＬＥ、ＵＣＳ－２ 
  ＢＥ、ＵＴＦ－８から選択します。 
②ＵＣＳ－２ ＬＥ、ＵＣＳ－２ ＢＥ、ＵＴＦ－８を選択した場合、ＢＯＭの扱いについて、 
  ＢＯＭ自動、ＢＯＭあり、ＢＯＭなしから選択します。ＢＯＭ自動は、コードがＵＣＳ－２の 
  場合はＢＯＭあり、ＵＴＦ－８の場合はＢＯＭなしと同じです。ＢＯＭありでは出力される 
  ファイルの先頭にＢＯＭを付けます。ＢＯＭなしでは付けません。 
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  マスターエンコーディングの設定値はメイン画面の下にあるステータス領域に表示されます。 
 
  マスターエンコーディングの設定情報は主設定ファイルに保存され、次にＦ＊ＴＲＡＮ＋を実

行した時の省略値となります。Ｗｉｎｄｏｗｓ側のコードは一時的な設定も可能です。メイン画

面のＷｉｎオプションにある詳細（Ｅ）ボタンをクリックして表示される以下の画面で設定しま

す。 
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                ６．１  サポート・サービスについて 

6.1 サポート・サービスについて 

１．ユーザー登録について 
本製品を購入された場合は、必ずユーザー登録を行ってください。 

ユーザー登録は、下記の弊社ホームページから行ってください。 

 

２．「年間サポート・サービス」について 

本製品には、「年間サポート・サービス」が標準提供されています。 

 

■ 本サービスは、本製品の「ユーザー登録」を行っていただくことが必要になります。 

 

■ お問い合わせの際に、ユーザー登録の確認をさせていただきます。未登録の場合、お問い

合わせの内容によっては、対応をお断りさせていただくことになりますので、ご注意くだ

さい。 

 

 

サポート・サービスの詳細についてはパッケージに同梱されている「Ｆ＊ＴＲＡＮサポート・

サービス」をご覧ください。 

 

 

【Ｆ＊ＴＲＡＮホームページ】 

      http://www.fujitsu.com/jp/group/bsc/services/ftran/ 

 

【サポートサービスの内容】 

・ 電話による質問への対応 

・ Ｅ－ｍａｉｌによる質問への回答 

・ バグ修正版の無償提供 
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